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イノベーションガバナンス
次号特集

 乞うご期待！！

車名・型式 三菱 トライトン・3DF-LC2T 
JLHRD

全長(mm) 5,360

全幅(mm) 1,930

全高(mm) 1,815

最小回転半径
（m） 6.2

総排気量（L） 2.4

最高出力
（kW/rpm） 150

最大トルク
（Nm/rpm） 470

1トンピックアップトラック トライトン
独自開発の堅牢なラダーフレームやボディ，力強く扱いやすい新開発ディーゼルエンジン，
優れた悪路走破性を実現する4WDシステムを採用し，圧倒的なタフさとSUV並みの快適
性を兼ね備えた新世代ピックアップトラック．
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Internal Combustion Engines Aim for Ultimate Low Losses特 集

究極の損失低減を目指す内燃機関

究極の損失低減技術で，究極の高効率エンジンを目ざします．
ぎりぎりまでぜい肉をそぎ落とすための努力が続けられています．
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